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大阪市医師会連合会 令和 4年 1月 委員会
(1月 17日 )

′
‐

1令和 4年 1月 17日 (月 )大阪府医師
会館

1 2時    正副会長会 5階 51会議
室

に
2時 30分 委 員 会 2階ホール

<報告事項>

1.大阪市社会福祉審議会総会 (12月
24日 )報告の件

資料 1

<連絡事項>

1.大阪市子官頸がん予防ワクチ

(府医 。中尾副会長 )

ン取扱医療機関にかかる調査
の件

資料 2      (府 医
。宮川理事、笠原理事)

(府医・宮川理事)

2.新型コロナウイルス感染症対策
の件

<会議日程>

資料 3

正・副会長会  2月 21日

委員会       ′′ 午後 2時 30分 (2階ホール )
(月 )午後 2時 (5階 51会議室 )

◆ 2月

◆ 2月
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令和 4年 1月 14日

一般社団法人 大阪府医師会

会長 茂松 茂人 様

大阪市新型コロナウイル
スワクチン接種推進監

新谷 憲一

追加接種 (3回 目接種)にかかる武田
/モデルナ社ワクチンの

個別接種医療機関の募集に
ついて

平素は、本市の感染症対策を
はじめ、保健・衛生行政の推進

にご理解ご協力を賜り厚く

お礼申し上げます。

また、先般、武田/モデルナ社
ワクチン (以下、モデルナと

いう)による追加接種 (3回

日接種)の意向調査を実施したと
ころ、令和4年 1月 時点で26施設

の医療機関に参加いた

だきましたこと、厚く感謝申
し上げます。

さて、令和4年 1月 13日 に国から
モデルナを活用して一般の方

々への前倒し接種を実施

するとの方針が示され、また、現
在、ファィザー社ワクチ

ン (以下、フアイザーという)

の国からの供給量が貴会会員
の要望にお応ぇできない状況

となっていることからも、
モデ

ルナも取り扱える医療機関の更な
る拡充が必要と考ぇております。

っきましては、次のとおリ
モデルナによる追加接種 (3回 目接

種)を行う医療機関の追

加募集を行ってまいりた
いと考ぇておりますので、貴会会員

への周知にご協力賜りますよ

うお願い申し上げます。

募集方法

本市ホームページにて募集
します。

募集期間は、令和4年 1月
17日 (月 )～ 21日 (金)です。

記

1

2 参加基準
次の①から⑩の条件を

全て満たしている
し
こ 。

ジ等で医療機関情報を公表
できること

① 一般市民を広く受け入
れ、本市ホーム

② 電子メールによる本市
との連絡調整が

末までモデルナのみ

行える

で週 あたり100回以上
の接種が行えるこ

③ 原則、令和 4年 9月

ァィザーの接種は並Tt Vall .>-(t, \t:fiいてもかまいません。)

④ ファィザーと分けて管
理し、ヮクチンの種類

ごとに接種 日を変えるなど誤
接種防止の

⑤ モデルナの国から
の配送 日時が未定であ

るため、指定された日時
での受取が可能であ体制がとれること

ること (配送の最低単位
は、 1箱 10バイアル

150回分で、発注スヶジ
ュールは国が定

bI:^t ) t-tvt' ぉょそひと月に 回で約 1か月後
の配送 tこなります。)

⑥ 各ヮクチンの管理責任
者・担当者をそれぞれ配置

し、モデルナは冷凍庫 (-20℃
± 5℃、

_タ ロガーでの温度管理が必要)で
の管理ができること (冷

凍庫は 7台まで貸出可、

と
と (フ

ア

仕様は別紙の
ア
_タ ロガーのみの貸出は不可、

-1-

とおり。電源の確認は
必須です。)



⑦ V―SYSの IDを保有し、操作が可能であること (必ず事前にログィンが可能か確認してください。)
⑧ モデルナの発注数量について事前に本市と調整いただけること⑨ 接種後 VRSで速やかな接種記録の登録が可能でぁること (VRS未着の医療機関は、到着後で結構です。)
⑩ 廃棄数や在庫量等、本市が求める報告に対し速やかに対応できること
3 応募方法

提 出 先 :E―mail:
【件名】モデルナ
【本文】医療機関
ルを添付

「武田/モデルナ社ワクチン接種への調査票」 (別添資料)に必要事項を入力し、下記まで提出してください。

追加募集
コ~ド、医療機関名称、代表者名を記入 し、
してください。

調査票のファィ

4 21日1 7
※ ワクチンの発注スケジュ―ル上、期限厳守とします。

4 取扱個別医療機関の決定について
調査票の結果より医療機関を決定し、1月 24日 にご応募いただいた医療機関へ電子メールでお知らせいたします。

5 注意事項
・参加基準に一っでも満たない場合は、応募の受付はできません。また、応募多数の場合
は集団接種会場等、他の施設とのバランス等を勘案 し、ご遠慮いただく場合があります
ので予めご了承ください。
・V~SySの事前ログィンを行つていない場合、選定後に取消となる場合があります。必ず操作が可能か確認しておいてください。。今回の応募による初回のワクチン配送時期は、令和 4年 2月 21日 ～令和 4年 2月 27日です。 (配送日の指定はできません。)・選定した医療機関は、令和 4年 2月 中旬以降にモデルナ接種可能医療機関として、本市
ホームページ等で公表します。・武田/モデルナ社の新型コロナヮクチンの詳細は  `          をご参照く
ださい。

大阪市保健所
感染症対策課 (ヮ クチン接種等調整チーム)侵ヨ言舌: 06-6647-o813  FAX:06-6786-8003
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武田/モデルナ社ワクチン接種への調査票

(提出先) 大阪市保健所感染症対策課 (ヮ クチン接種等調整チーム)
E― ma‖ :v_sys■ 600@cty.Osaka.lg.jp      【電子メールのみの受付】

(提出期限)令和 4年 1月 21日 (金)17時まで

医療機関コー

医療機関名

医療機関所在

予約受付電話

医療機関責任

^              |bampl
ワクチン担当

該当する選択肢をチェックしてください。
※武田/モデルナ社ワクチン=モデルナ、ファィザ_社 ワクチン=フ ァイザー
① 参加基準の10項目を全てクリアしている。
□  はい    □  いいえ (いいえの場合は参加できません)

② 本市からの武田/モデルナ社ワクチン用デイープフリーザー (-20°c)の貸出は必要ですか。
(仕様内容より、貴院での設置が可能であることを必ずご確認下さい。)
□  はい (2月 中旬までの発送)      □  ぃぃぇ (自院の冷凍庫で管理ができる)

③ 武田/モデルナ社ヮクチンの冷蔵管理方法についてご回答くださぃ。
ロ  フアイザー社ワクチンと別の冷蔵庫   □   同一の冷蔵庫で分けて管理

④ 貴院での予約方法をご回答くださぃ。 (複数回答可)
□  来院    □  電話    ロ  メール   ロ  HP     □  SNS等

⑤ 市民の方が貴院の予約空き情報を確認することができる。
□  |ま い    □  ぃぃえ

⑥ ⑤で「はい」の場合、その方法をご回答ください。 (複数回答可)
来院 □  電話

③ ワクチンロス対策の対応ができる。
□  はぃ    □  ぃぃぇ

,-)v D Hp [コ   SNS等

⑦ 時間外・休日に可能な接種時間帯をご回答くださぃ (複数回答可、できない場合は回答不要)□  土曜日  .□   日曜日   □  祝日    □  平日休診日 □  夜間
(++>t,vl+t,AtrtE)

◎ 武田/モデルナ社ワクチンの週あたりの接種可能回数をご回答ください。
□  100回以上  □  150回以上 □  200回以上 □  250回以上 □  300回以上

【        回】
(301回以上は回数を記載)注 :大阪市ホームベージでの医療機関情報の公表の際、④～⑦の情報を掲載する場合があります。応募多数の場合は、本調査票の集計結果により取扱医療機関を決定させていただきますのでご了承ください。

□
□

-4-
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会 議 報 告 書
開 催 年 月 日 令和 3年 12月 24日 (金)午 後 2時 00分～午後 3時 30分
会 議 の 名 称

開 催 場 所 大阪市役所 Pl共通会議室 (Web併 用開催 )
会 議 の 主 催 者 大阪市経理・企画課

役 員 等 出 席 者 中尾副会長 出 席 者 数 委員 26/29名

1.開  会
大阪市福祉局・出海局長より挨拶。

2.審  議
(1)委員長の選出ならびに委員長代理の指名について
委貰冨 こ貢ヨ副票:匿;素:而EラミFFワ調萌

=「

百;要i面:看]菫itti萩出。委員長代理には大阪市立大学大学院生活科学研
究科・岡田進一教授が指名された。
(2)委員の専門分科会および部会の所属について
戻憂扉 F審香専再 多ヽ再会:「二月F休藤 醤著 言彙正軍〒1「秀科会、高齢者福祉専門分科会、地域福祉専門分科会、社
会福祉施設・法人選考専門分科会および各部会の委員紹介。

3.報  告
(濃
簾髪・箭評了彎瀧齢盗 催状況(※令和3年 11月末旧現在)
第1審査部会 (肢体不自由/毎月):1,566件、第2審査部会 (視覚障がい/偶数月):453件、第3審査
部会 (聴覚障がい等/偶数月):95件、第4審査部会 (心臓機能障がい/偶数月):480件、第5審査部会 (じ
ん臓機能障がい/偶数月)1298件、第6審査部会 (呼吸器機能障がい/偶数月):200件、第7審査部会 (膀
脱等障がい/偶数月):63件、第8審査部会 (小腸機能障がい/案件がある月のみ):5件、第9審査部会
(免疫機能障がい/案件がある月のみ):0件、第 10審査部会 (肝臓機能障がい/偶数月):19件
第 1審査部会から第 10審査部会の合計審査件数 :3,179件 (令和2年度同時期 :2,928件 )
②大阪市障がい者支援計画・第6期障がい福祉計画・第2期障がい児福祉計画の概要
障害者基本法の理念に則り、これまでの取り組みや障害者差別解消法等の趣旨を踏まえ、①個人としての
尊重、②社会参加の機会の確保、③地域での自立生活の推進一の3つの基本方針を引き継ぎ、①生活支援の
ための地域づくり、②ライフステージに沿った支援、③多様なニーズに対応した支援、④差別解消および権
利擁護の取り組みの推進、⑤支援の担い手の資質向上、⑥調査研究―の6項目に沿つた施策を推進して行く。
③高齢者福祉専門分科会および大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (令和3年度～令和5年度)
の概要
団塊の世代が 75歳以上となる2025年、さらには2040年を見据えて、地域包括ケアシステムの推進や介
護サービスの基盤を整備して行くため、①高齢者の地域包括ケアの推進体制の充実、②認知症施策の推進、
③介護予防・健康づくりの充実・推進、④地域包括ケアの推進に向けたサービスの充実、⑤高齢者の多様な
住まい方の支援一の5項目を重点的な取り組みと位置付けて、標記計画を推進して行く。なお、年度末まで
に開催する高齢者福祉専門分科会、保健福祉部会、介護保険部会、認知症施策部会において、各種施策につ
いて協議する。
④地域福祉専門分科会および大阪市地域福祉基本計画 (令和3年度～令和5年度)の概要
標記計画は、誰もが自分らしく安心して暮らし続けられる地域づくりの基本理念の下、

誰でも・いつでも・何でも言える相談支援体制づくリーの
①気に掛ける・繋
2項目を基本目標がる・支え合う地域づくり、②

として、相談支援機関・地域・行政が一体となった総合的な相談支援体制の整備、福祉人材の育成・確保、
権利擁護の取り組みの充実等の各区に共通する課題への取り組みを推進して行く。なお、年度末までI 開催
する地域福祉基本計画策定・推進部会、地域福祉専門分科会において、各種施策 | ついて協議する。
⑤社

△

福祉施設・法人選考専門分科会の開催状況等アヽ

社会福祉法人 (または法人を設立しようとする者)が、特別養護老人ホーム等の第 1種社会福祉事業や第
2種社会福祉事業等を実施するため、新築、建替、増改築等の施設整備を行う場合において、その整備計画・
事業計画の妥当性 (または法人設立の適格性)を審査する会議体であり、令和 3年度は3回開催予定。
⇒ 上記(1)に関する主な意見等は次のとおり。
・福祉人材の育成・確保のためには、職のイメージアップやキャリアパスの明確化が必要であり、行政には
その後押しが求められる。学生等の大阪市内での就職に繋がるよう取り組みを進めてもらいたい。
(2主_[盤:筐二重生ピLL担ヨ:重1図」L量」≦Z≧」E選ヨ巨菫上_L≦■_さて
福祉課題がよ⊃複雑化

~・

多師 深フΠ肩マ珂諏≡ 複合的な課題を抱えた要援護者を支援する仕組みの構
築が喫緊の課題となっていることから、標記事業を平成 29年度よリモデル実施。令和元年度からは全区に
おいて事業を展開している。具体的な取り組みとして、各区の保健福祉センターが調整役となって、様々な
分野の相談支援機関や地域の関係者等を集め、対象世帯全体の支援方針を検討するための「総合的な支援調
整の場 (つながる場)」 を開催している。精神障がいや経済的困窮等の様々な課題に対応しており、令和元
年度の相談件数は 158件、令和 2年度の相談件数は 118件 となつている。
→ 上記 (2)に関する主な意見等は次のとおり。
・“つながる場"の取り組みの具体的な効果を検証する時期であり、どのような支援に繋がつたのかを例示
してもらいたい。
・各部署が担当分野以外の相談についても断らずに対応し、少しでも必要な支援に繋げて行ける体制の構築
をお願いしたい。

以  上4.閉  会

令和 3年度 大阪市社会福祉審議会総会
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子官頸がん予防ワクチン委託医療機関にかかる調
査等について (依頼)

時下、貴会にはますます御清栄のこととお喜び申
し上げます。

平素は、本市健康行政に格別の御高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。

予防接種法に基づく子宮頸がん予防ワクチ
ン(HPVワ クチン)につきましては、

厚生労働省の勧告に基づき、平成 25年 6月 から積極
的な接種勧奨を差し控えてい

ましたが、令和 3年 11月 26日 に厚生労働省から積極
的勧奨を再開する旨通知が

ありました。また、令和 3年 12月 28日 に厚生労働省
から、予防接種・ワクチン

分科会の議論を踏まえ、キヤツチアツ
プ接種 (HPVワ クチンの積極的な勧奨の差

し控えにより接種機会を逃した方
への対応)につきまして、9学年 (平成 9年 4月

2日 から平成 18年 4月 1日 生まれまで)の女性を対象に
3年間 (令和 4年 4月 1

日から令和 7年 3月 31日 まで)実施するとの通知があ
りました。

上記の状況から、令和4年 4月 から接種希望者
が急激に増加することが見込まれ、

本市における接種体制の確保が急務
の課題となっております。

つきましては、現在の委託医療機関における接種受
入可能人数等を把握するため

下記調査を実施、また、新たな委託医療機関
を募集してまいりたいと考えておりま

すので、貴会の御理解・御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

一般社団法人大阪府医師会

会長 茂松 茂人 様

2.回答期限

3.回答方法

4.担当

令和 4年 1月 13日

大阪市健康局長 新谷 憲一

=ロロし

【現委託医療機関にかかる調査】

1.調査票  別紙調査票を委託医療機関あて郵送 (1月 18日発送予
定)

令和 4年 1月 31日 (月 )

大阪市行政オンラインシステム上で回答 (別
添:利用方法を添付)

若しくはFAX(06-6202-6967)で調査票を送信

大阪市健康局健康推進部健康づくり課成人
保健グループ 川端

嘩ヨ言舌:06‐ 6208‐ 9943 メ
ーール :fc0005@citytosaka.]g.]p

【新規委託医療機関の募集】

所在区の保健福祉センターに事前連絡
のうえ、契約手続きを行ってくださ

い。

※すでに新型コロナ以外のヮクチン接種
を実施している場合は、

「予防接種実施

医療機関等変更届」を所在区
の保健福祉センターにご提出くださ

い。

-1-



子宮頸がん予防ワクチン

委託医療機関の長 様

+tn4+ 1E 18 E

大阪市健康局健康推進部

健康づくり課長

子宮頸がん予防ワクチン委託医療機関にかかる調査について (依頼)

時下、貴院にはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は、本市健康行政に格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
予防接種法に基づく子宮頸がん予防ワクチン(HPVワ クチン)につきましては、
厚生労働省の勧告に基づき、平成 25年 6月 から積極的な接種勧奨を差し控えてい
ましたが、令和 3年 11月 26日 に厚生労働省から積極的勧奨を再開する旨通知が
ありました。また、令和 3年 12月 28日 に厚生労働省から、予防接種・ワクチン
分科会の議論を踏まえ、キャッチァップ接種 (HPvヮ クチンの積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方への対応)につきまして、9学年 (平成 9年 4月
2日 から平成 18年 4月 1日 生まれまで)の女性を対象に 3年間 (令和 4年 4月 1
日から令和 7年 3月 31日 まで)実施するとの通知がありました。上記の状況から、令和 4年 4月 から接種希望者が急激に増加することが見込まれ、本市における接種体制の確保が急務の課題となつております。
つきましては、現状の委託医療機関における接種受入可能人数等を把握いたした
く、下記調査を行いたいと存じますので、貴院における現行の実施体制についてご
教示いただきますようお願いいたします。
なお、今後、貴院で接種する予定がない場合におきましては、別途、「予防接種実施医療機関等変更届」に実施する予防接種の種類の変更を記載の上、所在区の保健福祉センターヘ提出いただきますようお願いいたします。

言ロ
ロし

1.調査票

2.回答期限

3.回答方法

別第睫α)とおり

令和 4年 1月 31日 (月 )
大阪市行政オンラインシステム上で回答

(別添:の利用方法をご覧ください。)
若しくは FAX(06-6202-6967)で調査票を送信
大阪市健康局健康推進部健康づくり課

(成人保健グループ)川端
塵L話 :06‐ 6208‐ 9943 メープレ:t0005@cityOsaka.Jg.jp

4.担当

-2-



FAX: 06-6202-6967

大阪市健康局健康づくり課 あて  (今和 4年 1月 31日 締切 )

子宮頸がん予防ワクチン委託医療機関にかかる調査

貴院における子宮頸がん予防ワクチンの取り扱
い状況について 1～ 3の内いずれかを

選択● しご記入 ください。

医療機関コード (

医療機関名

に 療機関コード)

所在地

電話番号 (

担当者氏名

(問い合わせ窓口)

。これまでの実績 (      )名 /1年間あたり
。一日の最大受人可能人数 (         )名 /日

。1週間の受入可能日数 (      )日
(例 :予防接種は火曜日の午後のみ、の場合、

1日 )

□予約なしも可能 (ワ クチン常備)

□その他

現在子官頸がん予防ワクチンを取扱 っている。

・受付方法

□予約のみ

□ |

取り扱う予定。

・一日の最大受人可能予定人数 (         )名 /日

・1週間の受入可能予定日数 (      )日
(例 :予防接種は火曜日の午後のみ、の場合、

1日 )

・受付方法の予定

□予約のみ

□予約なしも可能 (ワ クチン常備)

□その他

ないが、今和 4年 4月 以降に現在は子宮頸がん予防ワクチンを取 り扱
ってい

□ 2

′ された場合は、所在区の保健福祉センタ
ーヘ

予防接種実施医療機関等変更届を提出くださ
い。)

(こ ちらに

子官頸がん予防ワクチンは取 U iRz ( t"r/J t,t"

□ 3

●~● ~

御協力ありがとうございました。



1.大阪市行政オンラインシステム利用方法 (登録編)        20221大 阪市健康局
※すでに事業者登録されている場合は、「2.大阪市行政オンラインシステム利用方法 (回答編)」 ヘ

①大阪市ホームページのトップページより「大阪市行政オンラインシステム」を検索
②表示されているURLをクリックし「大阪市行政オンラインシステム」ヘ

③「大阪市行政オンラインシステム」の画面 (右上)「新規登録」を選択

④「事業者として登録する」を選択 ⑤利用規約に同意のうえ、利用者登録を開始

1
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⑥メールアドレスを登録

⑦認証コードの入力

I tt - w7 1: I7a1gA

入力いただいたメールアドレスは、つ燎 ご利用いたたく利用ilDと なります.
メールアドレスの量●(羹、入力いただいたメールア ドレスに本奎燎用の2エコードを■●したメールを建僣 します.

濤sメ ール

"菫
を行ぅている場合:`、 メールが●0・ない4合′ありRす .

お,まですが「●●lけЮ,3k■ .“ p」 からのメールが受億できるように崚Eし てください.

メールアドレス
1口]

登 録す る

ホームに戻る

2

※ メールアドレスを「登録する」と、入力したメールア ドレスに登録用に認証コー ドが記載されたメールが
送信されます。認証コー ドを確認のうえ、入力してください

③利用者登録→「登録する」 (これで新規登録が完了です)
※登録したメールアドレスとパスワードは医療機関様で保管してください。

パソコン画面
【大阪市行政オンラインシステム】認証コードのご連絡

info‐ osaka― online@City.osaka.19jp l″ rote:

利用者情報をご登録いただくにあたり、メールアドレスの確認のため 画面上で以下の開証コートを入

力してください。

【認証コード】maru 000ooo

/大阪市役所

なお、30分以内に認証コートの入力

※このメールアドレスは送信専用です

※利用者登録はまだ完了していませ

※お心当たりがない場合は、当メー

認属コードを確認する  )

口肛コードロ
=コ

0-一―●

l メールアドレスの量麟完了

ホ奎翻 の,Eコードを●●したメールを極 しました.
メール贅

「

後、30分以内に本奎繹洒コで壼黎 ■鞣を入力してくださtヽ .

^ス●―ド

`二

,

^ス
ワード|●絆・ `二 ,

■人名′●3■3●

ロロロ
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入力内容を確認

→メールアドレス、パスワートの管i理!をお願いします。



2.大阪市行政オンラインシステム利用方法 (回答編 )
①大阪市行政オンラインシステムにログ
インし、 トップページの
「申請できる手続き一覧」から
「事業者向け手続き」を選択

饉人向1,手駅1 ,

くヽ
1ヽ ,
ヽ_ノ

申請できる手続き―覧

で、「子宮頸がん予防」と入力し検索し、表示された「子宮頸がん予防ワクチン委託医
を選択し、ご回答ください

②「キーワード検索」
療機関にかかる調査」

t +t nt Lr61, *ri.taatlEn n ar,

| *lja4.lB2rtrDqE.t!.:

0 手腱8-日 (“人自|') 手:18-■ (●■,自 (,) ヽルブ  よくあるご贅関

検索欄に「子宮頭がん予防」と入力し検索
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検索後に表示された「子宮頭がん予防

ワクチン委託医療機関にかかる調査」

を選択し回答

医療機関名から順に

回答ください

内容を確認し、

「次へ進む」を

選択

■■●■1^`'ン0し )cI

ン内,ヽヨ

マイベージ
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新型コロすウイルス感染症 中和抗体薬の投与について

大阪府では、医療機関のご協力のもと、自宅療姜者に外来等での

中和抗体薬の投与を実施しています。

中和抗体薬の投与を希望される際は、抗体治療を受ける病院等にご自身正電誕の上二

並麹埜:匠』≦盛塾L
抗体治療医療機関の電話番号は、「大阪府自宅待機等24時間緊急サポートセンター」

(8:0570-055221、 受付時間 :全日24時間)にお問合せください。
また、府ホームページでも抗体治療医療:機:関を確認いただけます。詳しくはこちら↓

蒻
病院等へ来院する際は、マスク等感染対策を講じ、徒歩■宣家用重釜をご利用ください。

(塗湿Lヒ埜i塁壺」匪塁L圭]:!」圧]L基さ上lE[≦」菫主堕。)
中和抗体薬の投与実施は、病院等において診察の上、判断されます。

(入院が必要となる場合もあります。)
病院等の予約状況によつては、受診予約が難しく、また電話が繋がりにくい場合があります

【ご注意いただきたい事項】
・中和抗体薬の投与後に症状が気になった場合の連絡先

2生」赳鵬翌LL」Lヨ]超奎墨幽自重里11回E医壺 2輩 肥理ШL亘菫田璽璽i
。中和抗体軍の投与を行う医1療機関名は1康用非公象としておりますので、日日憲ください。

中和抗体薬の投与対敏となりうる方

以下の全ての要件を満たす方が対 111になります
。発症から7日以内 (中和抗体藁の投与実施時点)・発熱などの症状あり 。酸素投与を要しない
。重症化リスクあり

(50●以上、喫煙、鵬‖、日質日常症、心血曽疾患 (高血圧含む)、 慢性肺疾患 (ぜんそく含む)なの
【●考】
海外の臨床試験では、重症化リスクを有する患者に対し、入院または死亡のリスクを大幅に減少させたことが報告されています。

大阪府 府民向け 抗体治饉

受診申出書

◆中和抗体薬の投与を希望される場合は、三宣豊工記入の上、中和抗体薬の投与を受ける病院等の

受診時に必ずご提出ください。

X原則、受診時に当書面をお持ちでない場合又は未記入等がある場合は、受診できません。

【ご本人記入欄】

生年月日 年  月  日

検査受惨日時 年  月 日 検査結果 (陽性判明日) 年  月  日

【医療機関記入欄】

医療機関名/保健所名

氏名
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3A
令和 4年 1月 5日

一般社団法人 大阪府医師会

会長 茂松 茂人 様

大阪市新型コロナウイルスワクチン接種推進監

新谷 憲一

新型コロナウイルスワクチン追加接種 (3回 目接種)に係る接種券
の発送並びに

各医療機関へのフアイザ
~社ワクチンの配送量について (その 3)

時下、ますます御清祥のこととお喜び申し上げ
ます。

平素は、本市の新型コロナウイルス感染症対策
に格別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼

申し上げます。

また、ワクチン接種につきましては、貴会会員
のご尽力により、円滑に市民

への接種が進

んでおりますこと、改めて感謝申し上げます。

さて、新型コロナウイルスヮクチンの追加接種 (3回 目接種)に
つきまして、一般 齢者

の から7カ』 上 した ること
に しては令 4 2 2

明会において 「高齢者施設等の入所竜
石ヤ
マFについて

となっておりま したが、先般の自治体証

の高 者の量種の前 しを行 うこととして差し支 え倒
の アG

ない 国の方針が示_さ れ ま

これを受け本市におきましては、国の方針に基
づき、ワクチン在庫量に応じて、一般高齢

者についても2月 を待たずに前倒し接種を実施する
ことといたしました。

つきましては、現時点で発送を予定している今後
の接種券発送時期並びに各医療機関

への

ファイザー社ワクチンの配送量の設定等に
ついて、下記のとおりお知らせいたしますので、

貴会会員のみなさまへの周知にご協力
いただきますようお願ぃいたします。

記

了が見込亀れた段階で、その他

|とする した

1 一般の

国の方

以上の

高齢者ヘ

針を受け

方※)の

の追加接種 (3回 目接種)について

■―
ノヽ 市では 2回 接 完了か二 7か月以上経過

した一般の 齢者 (65

2月 待たずI 接種 (3回 目 実)

歳 前倒 し | ついて、令和 4年

施することを可能とします

各医療機関におきましては、定められ
た配送量の

券が到着した方から、順次接種を進
めてぃただきま

なお、64歳以下の一般の方
への追加接種 (3回 目

目接種完了から8か月以上経過後と定められ
ていま

※令和 3年度中に 65歳に達する方 (昭和
32年 4

範囲内で予約をお取りいただき、接種

すようお願ぃいたします。

接種)につきましては、引き続き2回

すのでご留意ください。

月 1日 以前に生まれた方)

1



3

2 接種券発送スケジュールについて

※接種券は発送日から約 2日 後に接種対象者のご自宅に到着する予定です。

令和 4年 3月 以降に接種が可能となる方への接種券発送スケジュールについて
1週間単位で、接種が可能となる前週の月曜日に順次発送する予定としております。詳

細は本市ホームページでご案内させていただきますので、ご確認いただきますようお願い

いたします。

ワクチンの配送量について

先般、貴会会員にご回答いただきました「新型コロナワクチンの 3回 目接種にかかる意

向調査」を集約した結果、本市医療機関における最大接種可能回数が、国からのワクチン

供給量を大きく上回ることとなり、各医療機関へのワクチン配送量を制限しなければなら

ない状況となつております。

このため、令和 4年 1月 17日 (月 )の週から2月 21日 (月 )の週において、各医療機関
へ配送するワクチン量に上限設定をさせていただくことといたします。

なお、 2月 28日 (月 )の週以降のワクチン配送量につきましては、国からのワクチン供
給量が判明次第、改めてお知らせいたしますので、ご了承賜りますようお願いいたします。

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、別紙 「 (医療機関の長あて)フ ァイザー社
ワクチンの配送量について」のとおり、貴会会員への周知にご協力いただきますようお願
いいたします。

その他

「新型コロナウイルス感染症にかかる予防接種実施の手引き」は、後日各医療機関に送

付いたしますが、新着情報は本市ホームページにてご確認をお願いいたします。

大阪市保健所

感染症対策課 (ワ クチン接種等調整チーム)
日目i言舌 :06-6647-0813   FAX:06-6786-8003

4

¨
Ｏ

2回 目接種 日
対象者数 発送日

高齢者 (65歳以上) 一般 (64歳以下)

R3.6.20 ～ 6.26

な し

約74,000人 R4.1.17 R4.1.20 以降

R3.6.27 ～ 7. 6 *!r46, ooo/\ R4.1.24 R4.1.27以降
R3.7. 7 ～ 7.13 ftl06, ooo/\ R4.1.31 R4.2. 7 以降

R3.7.14 ～ 7.20 約84,000人 R4.2. 7 R4.2.14 以降

R3.7.21 ～ 7.27 約51,000人 R4.2.14 R4.2.21以降

R3.7.28 ～ 8. 6 R3.6.27 ～ 7. 6 約54,000人 R4.2.21 R4.2.28以降

の~ι ~

接種可能日



医療機関の長 様 itrns+ 1E 5 B

大阪市新型コロナウイルスワクチン接種推進監

フアイザー社ワクチンの配送量について

平素は、本市の感染症対策をはじめ、保健・衛生行政の推進にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
また、貴医療機関のご尽力により、円滑に市民へのワクチン接種が進んでおりますこと、改めて感謝申し上げます。
さて、先般ご回答いただきました「新型コロナワクチンの 3回 目接種にかかる意向調査」を集約した結果、本市医療機関における最大接種可能回数が、国からのワクチン供給量を大きく上回り、本市から各医療機関へのワクチン配送量を制限しなければならない状況となつております。

記

０
乙

1 医療機関コード

令和4年 1月 17日 (月 )の週から令和4年 2月 21日 (月 )の週の配送量の上限

回まで

3 注意点

4 参考
別紙「フクチン配送量の考え方」。「予約受付から接種までのイメージ」のとおり

・ワクチン要求につきましては、

・期間内であれば、複数週に分けてワクチン要求することが可能です。・本通知の期間内に設定配送量までワクチン要求を行わなかった場合、次期間「令和4
年2月 28日 (月 )の週以降」への繰り越しは行いません。
・医療従事者等で未接種の方がいる場合は、別途ご相談ください。

大阪市保健所

感染症対策課 (ワクチン接種等調整チーム)
電言舌106-6647-0813 FAXI:06-6786-8003

う~0~

つきましては、可能な限り多くの医療機関で接種が可能となるよう、旦塾らのワクチン供給時期や量に応じて、一定の配送期間に対する配送量を設定することとし、大変恐縮ですが、下記のとおり

なお、2月 28日 の週以降のワクチン配送量につきましては、国からのワクチン供給量が判明次第、改めてお知らせいたしますので、ご了承賜りますようお願いいたします。国からのワクチン供給量に限りがあり、大変ご迷惑をおかけいたしますが、引き続き、本市新型コロナウイルスワクチン個別接種事業へのご理解ご協力を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。
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令和 4年 1月 6日

一般社団法人 大阪府医師会
会長 茂松 茂人 様

大阪市新型コロナウイルスワクチン接種推進監

新谷 憲一

「ワクチン配送量の考え方」の一部訂上について (お詫び)

平素は、本市の保健衛生行政に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げま

す。また、新型コロナウイルスヮクチン接種につきましては貴会会員のご尽力により

円滑に市民への接種が進んでおりますこと、改めて感謝申し上げます。

さて、令和4年 1月 5日 付でお知らせさせていただきました「ファイザー社ワクチン

の配送量について」の参考資料「ワクチン配送量の考え方」の中で、〈
「3回 目接種にか

かる意向調査」において回答いただいた最大接種可能数別のフクチン配送量見込み〉の

最大接種可能数 (/週)の区分を誤って記載しておりましたので次のとおり訂正させて

いただきます。

ご迷惑をおかけいたしまして大変申し訳ございませんが、貴会会員
への周知にご協力

いただきますようよろしくお願いいたします。

訂正内容

〈「3回 目接種にかかる意向調査」において回答いただいた最大接種可能数別のワクチ

ン配送量見込み〉

【正】

最大接種可能数(/週 ) ～6 く
´́~7～
36 37～ 1

:12】
)103～ 156 157～354 360^´

上限設定後の数量

(1/17～2/21の週の間)
36回 72回 84回～354回

【誤】

最大接種可能数 (/週)
 ́ ′～ 0  ヽ

´
´ ~

7～24
ヽ ヽ ヽ _

25～102 103～ 156 157～354 360～

上限設定後 の数量

(1/17-2/21の 過 の問 )
36回 72回 84巨l～ 354[Il 360回

コ
Ｌ
〓
一ロ

大阪市保健所

感染症対策課 (ワ クチン接種等調整チーム )

電言舌 : 06-6647-0813   FAX : 06-6786-8003

mail : corona@city

-6-

. osaka. ls. iD

360回
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一般社団法人 大阪府医師会
会長 茂松 茂人 様

+tu4+1 E5E

大阪市新型コロナウィルスワクチン接種推進監

新谷 憲―

大阪市コロナワクチンマツプでの医療機関予約空き情報の提供について (依頼)

時下、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。
平素は、本市の新型コロナウィルス感染症対策に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

また、新型コロナワクチン接種 | つきましては、貴会会員のご尽力により、円滑に
市民への接種が進んでおりますこと、重ねて御礼申し上げます。
さて、本市では新型コロナワクチン追加接種 (3回 目接種)の開始 l 伴い、市民の
禾| 上 で い

△

せ の 新たに地図情報 (グー
グルマップ)を活用し、医療機関での個別接種の予約空き情報を市民に提供 したいと
考えております。

つきましては、次のとお り「大阪市コロナワクチンマ>lt ltついて 案内しますので、貴会会員への周知 | 協力いただきますょぅぉ願いいたします。
なお、本依頼は現在本市HP(htt WIWi Clt . osaka. 1 nk 0000544831.html
こて公表いただいている医療機関を対象としております。非公表とされている医療機関につきましては、公表へ変更が必要ですので、末尾の担当まで連絡 していただきま
すよう併せてご周知いただきますょぅお願いいたします。

記

大阪市コロナワクチンマップについて

大阪市行政オンラインシステムを活用 して、医療機関での個別接種の予約枠の空
き情報を日々ご提供いただくことにより、位置情報、予約方法等と併せて地図上に
表示 し市民に提供します。実際の画面イメージにつきましては、別紙イメージ図を
ご参照ください。なお、提供開始は令和 4年 1月 24日 (月 )を予定しています。

2 大阪市コロナワクチンマップに掲載する情報について
①日々ご提供いただく情報
・予約空き情報 (入力当日から概ね 1～ 2週間後までの予約枠の空き情報を入
力いただきます。 )

・医療機関からの連絡事項 (全角20文字以下。急な接種中止など必要に応 じて

-1…



・医療機関名称

・受入対象者

‐取扱いフクチン

・ 予約方法 (ホーム
ページ、来院、電話)

・電話での予約受付曜日
・時間 (予約方法に

「電話」がある場合に表
示します。

3回 目接種にかかる意向調査
にて記入いただいた内容

です。)

・医療機関所在地

・医療機関ホーム
ページヘのリンク

・医療機関電話番号 (予
約方法に

「電話」がある場合に表
示します。)

予約空き情報の提供に
あたつて

予約空き情報の提供に同
意ぃただける場合は、

下記の内容にてメー
ル送信をお願

ぃします。

送信いただぃたメ
ールア ドレスに対し、今後

のスヶジュール、大阪市行政
オンラ

インシステムの利用者登
録及び大阪市

コロナワクチンマップの利用
に係る説明書を

お使ぃぃただけます。)

②本市ホーム
ページで公表している情報

返信させていただきます。

また、予約空き情報
の提供に同意

市ホームページに公表
いただいてい

は、予約方法に
「電話」がある場合

(変更時以外は対応不要
です。)

ぃただけない場合は、医療機
関名、住所等、本

.る情報を表示させて
いただきます。 (電話番号

に表示します。)

4 医療機関での作業内容

か ら土 日 日 の 10 まで に オ ンラインシス

′く
常 に 単 で た 、

17 で

【送付先】

【件 名】

t

4 1 128 (

aka. |S~ .OS
V― S Cli5800

ップでの空き情報
の提供に同意します。

大阪市コロナワクチ
ンマ

【本 文】①医療機関名
②医療機関コード

報の 入 力を行 つ てくださ
い 。 作亀は

テ ム に て 予 空さ

ソ コ ンに加え 、 ス マ
― トフオ ンか

, 4
つ つ 入 カいただ けます

入力いただいた情報に基
づき、大阪市において毎日

正午に情報を更新します。

大阪市保健所

感染症対策課 (ワ クチ
ン接種等調整チーム)

疑:話 :06-6647-0813 FAX:06-6786-8003

-2-
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3C
一般社団法人 大阪府医師会
会長 茂松 茂人 様

+trp4+t E 12 E

新谷 憲―

平素は、本市の感染症対策をはじめ、保健・衛生行政の推進にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
また、令和 3年 12月 より新型コロナワクチンの追加接種 (3回 目接種)が開始されてお
り貴会会員のご尽力により、円滑に市民への接種が進んでおりますこと、改めて感謝申し
上げます。

本市におきましては、貴会会員の多大なるご尽力により、国から供給されるワクチン量
や接種対象者に対して、接種能力が大幅に上回つている状況であり、既に参加いただいて
いる医療機関にもワクチンの配送量を一部制限する状況となつております。
このため、新型コロナワクチン接種に新規で参加いただく医療機関へのワクチン配送につきましては、当面の間、休止させてぃただくこととぃたしますので、ご理解賜りますよ
うお願いいたします。
なお、今後、国からのワクチン供給が安定するなど、新規参加医療機関へのワクチン配
送が可能となりましたら、本市より改めてご連絡させていただきます。
貴会並びに貴会会員には、今後とも、市民へのワクチン接種を円滑に進めるため、引き
続きお力添えを賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

大阪市新型コロナウイルスワクチン接種推進監

新型コロナワクチン接種への新規参加医療機関へのワクチン配送について

問い合わせ先

大阪市健康局保健所感染症対策課

(フ クチン接種等調整チーム)

電話 :6647-0813 FAX:6786-8003



新型コロナウイルス感染症で自宅療養される方ヘ

我慢せず、かかりつけ医に電話で相談を !

薬の処方も可能です (院外処方の場合あり)

0
Dヽ

かかりつけ医あり→ [かかりつけ医]

かかりつけ医なし→ [保健所から案内される医療機関リスト]を参考に

[診療時間内に、電話等で早め早めの相談・連絡を !]

>体日・平日夜間の急な体調不良は塁塁重に連絡するか、119置にお電話を !

息苦しい時には、我慢せずに至急お電話下さい。→入院医療機関との調整等の対応がされます。

>患者本人に限らず、同居家族等に発熱や呼吸器症状が現れた場合も、保健所等ヘ

ご連絡下さい。

>医療機関への電話連li暦時には、可能な限り下記を伝えるようにしてください。

住所・氏名・生年月日・電話番号・保険証番号・新型コロす診断確定日など

△

【令禾□3年 8月】

Θ⊇≧皇型理壁鐘襲塑涯壁査

‐



新型コロナウイルス感染症への対応に関して

i_1書 辱 言
され
ぅ
場 合 には、

ク理
ヽ

2P竺
医
全
医療 相 談 を !」

≧ _1

・大阪府医師会では、これまで、かかりつけ医が新型コロす感染症で自宅療養されている

患者さんへの電話等での相談を行い、症状に合わせての対症療法となりますが薬の処方を

行つてきました (院外処方の場合あり)。

。また、かかりつけ医がおられない患者さん|こ対しても、府内520医療機関が

医療相談や薬の処方を行い、かかりつけ医とともに月2千人を超える自宅療養患者

さんたちの治療を行ってきました。

ことを知つていただき、もし自宅療養となられた場合は、遠慮なく早期に、我慢

することなく診療時間内にご相談いただきますようお願いいたします。

。 自 1さ′し,ヽ [=コ し<なつた場合は、直ちに保健所へ連絡、あるいは救急車の要請が嚇要です

。自宅療養や、軽症での特効薬的治療法はありません。患切れ等の症状がみられる

中等度以上の際には、医師が判断して、入院により、いくつかの治療方法が認められ

ています。

大阪府医師会

【令和3年 8月】

いますが、現在、入院での使用しか認められていません。

1,'

。現在の第5波の感染状況を受けて、新型コロナにはかかりつけ医が対応している

・令和3年7月下旬に承認された「抗体カクテル療法」は、軽症での使用が認められて



令和3年 8月 20日

(事務連絡)

郡市区等医師会 御中

大阪府 医師会

(公印省略)

新型コロナウイルス感染症「自宅療養者」向け

啓発ポスターの配布およびチラシについて

平素は、本会事業の推進に格別のご高配を賜り、厚く御l礼申し上げます。

現在、大阪府内では新型コロナウイルス感染症の感染者数の増加に伴い、無症状の方や医学的

に症状が軽い方は自宅療養をされています。

このたび、新型コロナウイルス感染症で自宅療養される方へ向けた院内掲示ポスターおよび

自宅療養者向けチラシを作成いたしましたので、貴会におかれましてもご了知のうえ関係会員

ヘヒ周知賜りますようよろしくお願い申し上げます。

なお、院内掲示用ポスター(A2サイだ)は医療機関数×2枚ずつを地区医師会あて8月 20日頃

に配布予定でありますことを申し添えます。

※チラシにつきましては適宜印刷の上ご利用くださいますようお願いします。

【担当】大阪府医師会
地域医療1課 (TEL106-6763-7012)


